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あったまりランド　へ支援強化!!
（
い
じ
め
対
策
）

�

小
玉　
　
勇 

議
員

中
学
校
の
い
じ
め
対
策

で
、
村
山
地
方
唯
一

大
石
田
が
選
ば
れ
た
。
10
万

円
と
少
な
い
予
算
で
何
を
や

る
の
か
。

教
育
長　
県
が
指
定
し
た
モ

デ
ル
校
３
校
の
一
つ
と
な
っ

た
。
予
算
の
使
途
に
つ
い
て

は
、
中
学
校
と
相
談
し
な
が

ら
実
施
し
て
い
く
。

�

村
形　
昌
一 

議
員

こ
の
機
会
に
、
県
へ
の

報
告
も
含
め
て
大

石
田
町
の
教
育
の
先
進
性
を

ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
で
は
。

教
育
長　
い
じ
め
は
ゼ
ロ
で

は
な
い
。
全
国
的
に
は
増
え

た
と
あ
る
が
、
そ
の
目
的
は

早
期
に
発
見
し
て
未
然
に
防

ぐ
こ
と
に
あ
る
。
大
石
田
学

園
構
想
の
中
で
大
い
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

�

関　
　

幸
悦 

議
員

中
学
校
の
い
じ
め
対

策
が
指
定
さ
れ
た

と
あ
る
が
、
小
学
校
の
対
策

は
。

教
育
長　
小
学
校
で
も
い
じ

め
が
あ
る
の
は
把
握
し
て
い

る
の
で
、
先
生
方
と
協
力
し

て
解
決
に
努
力
し
て
い
る
。

町
医
療
給
付
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

（
全
員
賛
成
）

�

村
形　

昌
一 

議
員

子
育
て
医
療
費
の
手

続
き
が
簡
素
化
さ

れ
た
が
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
に
載
せ
て
P
R
す
べ

き
で
は
。

町
長　
そ
の
よ
う
に
し
て
い

く
。損

害
賠
償

の

和

解

�

大
山　

二
郎 

議
員

あ
っ
た
ま
り
ラ
ン
ド
敷

地
内
の
事
故
と
い
う

事
だ
が
、
公
社
で
保
険
は
掛

け
て
い
な
い
の
か
。

副
町
長　
施
設
内
の
事
故
に

対
応
す
る
保
険
は
掛
け
て
い

る
。
今
回
は
、
町
が
設
置
し

て
い
る
施
設
な
の
で
町
の
保

険
を
適
用
さ
せ
た
。

�

遠
藤　

宏
司 

議
員

和
解
の
内
容
と
経
緯

を
説
明
し
て
ほ
し

い
。

総
務
課
長　
駐
車
場
の
管
理

者
側
と
し
て
は
、
安
全
対
策

の
徹
底
、
被
害
者
側
と
し
て

は
、
危
険
性
の
回
避
義
務
な

ど
が
あ
り
、
五
分
五
分
で
の

和
解
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
プ

ラ
ス
し
て
あ
っ
た
ま
り
ラ
ン

ド
か
ら
は
見
舞
金
を
支
出
し

た
。

�

岡
﨑　

英
和 

議
員

保
険
金
は
被
害
者
に

直
接
支
払
っ
た
の

か
。

副
町
長　
保
険
金
は
本
人
で

は
な
く
直
接
修
理
工
場
の
方

へ
支
払
っ
た
。

再
発
防
止
策
は
。

副
町
長　
施
設
の
西
側
は
全

面
駐
車
禁
止
の
表
示
を
し
、

バ
リ
ケ
ー
ド
を
設
置
し
た
。

東
側
に
は
落
雪
注
意
の
表
示

を
し
た
。

あ
っ
た
ま
り
ラ
ン
ド

事
業
報
告

�

岡
﨑　
英
和 

議
員

前
期
営
業
結
果
は
厳
し

い
状
況
の
よ
う
だ
。

燃
料
等
の
高
騰
が
影
響
し
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
。

副
町
長　
灯
油
の
単
価
が
上

昇
中
で
、
当
初
65
円
／
ℓ
で

ス
タ
ー
ト
し
た
が
現
在
は
78

円
。
10
円
上
が
る
と
光
熱
費

が
約
３
０
０
万
の
増
と
な
る
。

今
後
と
も
納
入
業
者
と
の
綿

密
な
協
議
で
対
応
す
る
。

�

小
玉　
　
勇 

議
員

赤
字
決
算
の
中
、
常
務

が
交
代
し
た
が
、
新

常
務
は
実
態
を
理
解
し
て
い

る
の
か
。

副
町
長　
前
常
務
は
任
期
満

了
で
の
交
代
だ
。
新
常
務
に

つ
い
て
も
金
融
関
係
に
明
る

く
、
就
任
要
請
の
中
で
十
分

な
理
解
を
得
ら
れ
た
。

一
般
会
計

補
正
予
算

（
賛
成
多
数
）

�

遠
藤　
宏
司 

議
員

翻
訳
機
を
講
入
す
る

と
あ
る
が
、
交
流
人

口
拡
大
の
た
め
に
町
の
自
然

景
観
や
歴
史
文
化
財
な
ど
活

用
し
て
、
積
極
的
に
情
報
発

信
す
べ
き
で
は
。

町
長　
町
内
の
文
化
財
な
ど

の
利
活
用
を
踏
ま
え
、
歴
史

文
化
遺
産
を
観
光
資
源
と
し

て
頑
張
っ
て
い
く
。

教
育
長　
文
化
財
の
活
用
は
、

観
光
効
果
に
繋
が
る
の
で
発

信
し
て
い
き
た
い
。

�

遠
藤　

宏
司 

議
員

温
泉
施
設
に
４
０
０

万
の
運
営
補
助
が

あ
る
が
、
町
民
に
理
解
を
求

め
る
べ
き
で
は
。

町
長　
温
泉
施
設
は
町
民
の

も
の
で
あ
り
、
今
後
も
存
続

す
る
た
め
で
あ
る
こ
と
を
町

民
に
説
明
す
る
。

�

岡
﨑　
英
和 

議
員

小
学
校
の
消
火
器
２
本

が
期
限
切
れ
の
あ
と

に
更
新
と
あ
る
が
、
施
設
管

理
上
好
ま
し
く
な
い
の
で
は
。

教
育
長　
ご
指
摘
の
通
り
で
、

今
後
は
消
防
法
や
関
係
法
令

に
従
い
管
理
を
徹
底
す
る
。

（
消
防
分
署
の

建
設
予
定
地
）

�

村
形　

昌
一 

議
員

相
続
放
棄
地
の
取
り

扱
い
を
ど
う
進
め
る

の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
相

続
財
産
管
理
人
制
度
を
活
用

す
る
。

�

小
玉　
　
勇 

議
員

予
定
地
の
売
買
は
、
時

間
的
に
間
に
合
う
の

か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
法

的
手
続
き
と
い
う
事
で
時
間

は
か
か
る
が
、
年
度
内
で
間

に
合
う
見
込
み
だ
。

�

村
形　
昌
一 

議
員

消
火
栓
の
新
設
や
場
所

移
動
な
ど
の
ル
ー
ル

付
け
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
消

火
栓
や
防
火
水
槽
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
地
区
住
民
の
理

解
と
協
力
で
成
り
立
っ
て
い

る
。
新
設
、
移
動
に
つ
い
て

は
、
地
権
者
と
区
長
と
も
協

議
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
に

な
る
。

定例会
６／１〜６／６

第
２
回

第
２
回
補正予算等

890万円の赤字に400万円の補填

インバウンドに対応（翻訳機）

仲よくすれば読書も楽しいね。

気をつけよう！ここは駐車禁止！

賑わいを取り戻せ

なくては困る消火栓


